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図1.局在対流額域の遍歴 (左から25m血.ごとのシャドウグラフ像､温度差△陶 .8℃)
3.モデルカ態式による計算機シミュレー ション
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図2.局在構造 (a:i(x,y,t)､b:等高線図)f=-1.507,gl=1,g3=3,g6=1+0.25i,βく),W=1･
4.まとめ
我 は々､二次元系における二成分レ-リーベナ-ル対流において､局在対流の遍歴現象を見出した｡こ
れは､強い非線形性に由来するものと考えられる｡二次元系での局在対流を含めた対流パター ンを記述す
るモデルとして､拡張された複素係数Swi&-Hohe血 gモデルの計算機シミュレー ションを行った｡適
当な係数､パラメタ一において､ダイナミカルな内部運動をもつ局在解が存在することを確かめた｡さら
に実験で観測されている局在対流の遍歴現象を定性的に表すような解が存在するかどうか研究中である｡
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